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[木本]高崎市立中央図書館が開

館しました。開館までの経緯について、

お話を伺います。

[大島]はじめに経緯について2点

ほどお話しします。まず1つ日が施

設の老朽化です。中央館ではこれ

まで旧高崎女子高等学校校舎を

利用して来たため、施設の老朽化

対策が急務でした。また、近年では

利用者数や蔵書数の増加とともに

建物全体が手狭となっていました。

このような状況により図書館建設

計画へ着手することになるのですが、

高崎市が平成23年4月の中核市へ

の移行に伴い、保健センターとの複

合施設として、新中央図書館の建

設が進み、平成23年4月に開館いた

しました。

滞在型図書館を目指し、
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[木本]新図書館の特長について、

お話を伺います。

[大島]新図書館では、図書資料に

ICタグを貼付し、自動貸出機や予

約棚、自動仕分機などの導入により、

利便性の向上に取り組んでいますD

この背景には、利用者プライバシ

ーへの配慮や作業のスピードアップ

が目的でしたが、これらは日頃の窓

口業務の中で、その必要性を感じ

ていたものです。

また、公共の図書館で視聴覚資

料を45千点所蔵していることが言

えると思います。 6Fには視聴覚の

専用エリアを設け、視聴ブースを充

実しており、多くの市民に大変好評

をいただいているところです。

[木本]開館してからの利用者の反

応はいかがでしょうか。

[大島]統計的には9月時点の利用

者数は平日約2300人、土日約3300

人の方が来館され、旧館に比べ通

常の約1.5倍に増加しています。

利用者の声をお聞きすると、非常

に高い評価をいただいております。

広く落ち着いた空間の中で、ゆったり

とくつろげる滞在型図書館として、

満足いく多くのご意見をいただいて

います。今回、図書館における空間

づくりについては、書架閑スペース

を大きくとり、ゆったり感を演出しまし

た。また家具もソフトで高級感のあ

るデザインに配慮し、細かな部分に

までこだわりました。建物は免震構

造で、書架は耐震設計です。メーカ

ーの社内実験場にて耐震検証を

確認しました。 3.1 1の東日本大震災

時は、高崎市は震度5強です。感覚

的にはもの凄く揺れを感じましたが、

配架していた図書は1つも落ちませ

んでした。多くの市民が利用する図

書館は、免震・耐震の地震対策は

必須です。今回は早速効果が表れ、

大変安心しています。

[木本]最後に、展望についてお話

を伺います。

[大島]これまでの図書館は、大ま

かに図書の貸出をはじめ、利用者

サービスが一般的でしたが、図書

館機能だけでいいのかと考えてい

ます。例えば、本施設は中心市街

地や駅前に立地していること、図書

館は公共的な集客力のある施設で

あること、そういった賑わいを創出す

る拠点として、周辺地域への活性

化にも影響を与えます。地域と連携
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し、人の流れを作る。人が集う拠点

として、街づくりに貢献できるように

取り組み続けたいと考えてしぜす。

ますます複雑・多様化するニーズ

に対応するため、創意工夫を大切

にしていきたし叱考えています。

[木本]本日は貴重なお時間をいた

だきまして、ありがとうございました。

、、


